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スクラムの輪 

  

  

  

     事  業  名 日 時 曜日 場 所 

１ 水墨画教室 
４日・１８日 
１９：００～２１：００ 金 

まちセン 
 大会議室 

２ オカリナ朝倉 ４日・１８日 
１３：００～１５：００ 金 

まちセン 
 大会議室 

３ 健康マージャンクラブ 

７日・１４日・２１日 

2８日 
 

13：00～16：３０ 

 

月 
まちセン 

 小会議室 

４ 宮代茶道クラブ 
７日・２１日 
１８：００～２１：００ 月 

まちセン 
 和室 

５ 宮代地区まちづくり協議会総会 
１３日 
９：００～１１：００ 日 

まちセン 
 大会議室 

６ 音(おと)楽(らく)クラブ 

１４日・２８日 
１８：３０～２１：００ 

１０日・２４日 
１０：００～１２：００ 

 

月 

木 
まちセン 
 大会議室 

４月 行 事 予 定 
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   活 動 報 告 

 

令和７年度に新しく自治会長に就任された方を

含め「宮代地区連合自治会長会議」が、３月 

２日に宮代まちづくりセンタ－にて開催されま

した。すでにご存知だと思いますが、自治会と

は、地域に住む一人ひとりが、自分たちの地域

を、お互い協力し合い、安心で安全な住みよい

地域社会を形成するため、共同作業・相互扶助

などを図ることを目的に自主的に組織された 

任意団体です。近年は地球温暖化の影響か自然

災害が多発し、防災の重要性が認識され、生活

に直結する物価高、また国際情勢が不安定で不

透明な時代を私達は共に生きています。こんな

中、一番身近な「地縁型コミュニティ」の中心

的な存在で、様々な地域の問題解決に取り組む

「自治会」が重要ではないかと思います。 

  令和７年度 自治会長 よろしくお願いします 
単位自治会 自治会長 

朝倉 亀山 幸男 

北野 矢野 裕史 

庄司川 森本 初郎 

宮処 藤塚 義隆 

神明 高木 信行 

市場 宇留生泰雄 

城屋敷 石井 俊行 

中屋敷 北川  勝 

最横 大庭 昭彦 

谷川 桑木野 巌 

ﾚﾝｹﾞﾛｰｽﾞ 野村 達夫 

堅瀬古 佐藤 敏一 

大峰 早崎 清美 

横瀬古 田邉 幸治 

西沢 廣岡 仁志 

谷中 小野 幹雄 

南森下 大垣内幸作 

境野 多賀  誠 

東森下 春日井千穂 

二
月
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宮代まちづくりセンター付近の景色 

中山社北野俳句会 ３月例会から 文芸の広場 
宮代伝統の句会、身を地に託し  

その心を言葉の華と咲かせて 

届けて下さる人がいます…… 

  

✽雨の粒 梅の蕾を 光らせて 
             大羽 志風  

  ✸取り忘れ 白菜割れて 春が出る 
                        新貝 里美 

   ❉冬の鳥 垣根の中に 身を遊ぶ 
                           三和三和三和   光子光子光子   

  ❆おべべ着て ひな菓子ほうばる おちょぼ口 
               石垣 珠泉   

〒５０３‐２１２４ 
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不破郡垂井町宮代６６４番地４ 宮代地区まちづくりセンター 

宮代地区まちづくり協議会   西川 一明 

E-mail：miyashirokou@town.tarui.lg.jp 

 

紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい 

  

 ４月・５月の休館日(予定） 
  

   ４月   １日（火） ・  ８日（火） 
 

       １５日（火） ・ ２２日（火） 
 

       ２９日（火）  
  

   ５月   ６日（火） ・ １３日（火） 
 

       ２０日（火） ・ ２７日（火） 

宮代地区まちづくり協議会 

 宮代の登録有形文化財について ① 

＜編集後記＞  ★体温の重要性 

 人間は体内で作った熱を血液で全身に運び体温を維持しています。ところ 

 がストレスなどで自律神経のバランスが崩れて、血管が収縮した状態が続 

 いたり、身体の熱を作り出す筋肉が足りなかったりすると、血流が滞り、身体 

 全体に熱が行きわたらなくなります。これが「冷え」の状態です。血流が悪く 

 なると、身体に必要な酸素や栄養が全身に行きわたらず、さまざまな不調を 

 引き起こします。例えば、頭痛や肩こり、胃痛や下痢などの症状が現れま 

 す。人間は体温が１度下がると免疫力が30％下がると言われていますので 

 日頃から体温には気を付けて生活して下さい。 

１．南宮大社斎館の４建造物（国） 
 南宮大社は、和様と唐様を折衷した独特の「南宮造」と呼ばれる様式で、すでに１８の建造物が 
 国の重要文化財に指定されています。 

 今回、国登録有形文化財に南宮大社斎館の４建造物が登録されました。斎館は、昭和３６年（１９６１年）に 

 建てられた、近代和風建築で、結婚式や茶会などの催しを行う場所として利用されています。 

 [斎館北棟] 

   斎館北棟は、境内東端に西面して建ち、二階切妻造りの東西棟で、正面に片流れの車寄せがあります。 

   内部は、中廊下を通し、南に大広間、北に控えの間を各二室一対で配置してあり、二階西室は 

   西に祭壇を設けた儀式殿の間で、格天井を張り、祭壇廻りを錺金具で荘厳した華やかな婚礼施設と 

   なっています。 

 [斎館南棟] 

   斎館南棟は、平屋建、切妻造、機瓦葺の東西棟で、北棟と接続しています。内部は、中庭沿いに 

   片廊下を廻らし、西から、座敷二室、神職の潔斎用風呂、東端を管理人室、北に座敷二室を配す。 

   座敷境の欄間は、杉板に梅や竹などを透彫とし、婚礼の華やかさを演出しており、新郎新婦の着付け 

   をする控え室や神職が身を清める場所として使われています。 

                 
                                      

                      


